
NADIX FAIR 2025 感謝の 65 周年 

   ［大阪府 池田市］ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後の大阪で花開いた庶民の味 ～お好み焼き文化のルーツ～ 

 

大阪のお好み焼きは、室町時代の「麩の焼き」や江戸時代の「もんじゃ焼き」「どんどん焼き」などを原型に、戦 

後の大阪で定着した庶民料理です。戦後に小麦粉が豊富に手に入り、好みの具材を混ぜて焼くスタイルが広 

まりました。食いだおれの街・大阪では、鉄板文化と人が集まる商人文化の中で発展し、安くてお腹が満たさ 

れる料理として家庭や店で親しまれるようになりました。現在では大阪の代表的なソウルフードですね！！！ 

 

会期 

2025/10/8-9 

開催エリア/会場 

大阪府池田市/池田市民文化会館 

サポートジャケット Place2.7 出店 

大阪府池田市、池田市民文化会館にて開催された「NADIX FAIR 2025

感謝の 65 周年」に弊社商品「Place2.7」を出店致しました。 

開催概要 

NADIX 株式会社(旧:株式会社ナカムラ)は昭和 35 年

の創業以来、地域集中型の事業を展開し OA 機器を中

心にビジネス支援サポート全般を担う企業としてＮＡＤ

ＩＸグループが幅広い業務を展開しておられます。展示

会 2 日間で 203 社 285 名の来場となりました。 

Place2.7 は介護福祉関連ブースにて出店し、多くの

お客様に装着して頂きました。 

地域で違う！？ 

お好み焼きの切り方 

 

大阪：格子状に切る（食べやすくシ

ェアしやすい） 

広島：放射状に切る（層が崩れに

くい） 


